
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館条例・規則 



 

 

掛 川 市 図 書 館 条 例 

平成 17年４月１日 

掛川市条例第 164号 

 

改正 平成 18年 12月 22日掛川市条例第 43号 

                             平成 24年３月 30日掛川市条例第 15号 

  

（趣旨） 

第１条 この条例は、図書館法（昭和 25年法律第 118号。以下「法」という。）第 10条の規定に基

づ き、図書館の設置、管理等に関し必要な事項を定めるものとする。 

（設置） 

第２条 市民の教育及び文化の発展に寄与するため、図書館を設置する。 

２ 図書館の名称及び位置は、次の表のとおりとする。 

 

名    称 

 

位          置 

 

 掛川市立中央図書館 

 

 掛川市掛川１１４８番地の１ 

 

 掛川市立大東図書館 

 

 掛川市大坂７１５２番地 

 

 掛川市立大須賀図書館 

 

 

 掛川市西大渕６３番地の２ 

 

（事業） 

第３条 図書館は、次に掲げる事業を行う。 

 (１) 法第３条各号に掲げる事項に関すること。 

 (２) 前号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める事項 

（開館時間等） 

第４条 図書館の開館時間及び休館日は、教育委員会規則で定める。 

（入館等の制限） 

第５条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当するときは、入館を拒否し、又は退館を命ずる 

ことができる。 

 (１) 公の秩序又は善良の風俗を乱すおそれがあると認められるとき。 

 (２) 図書館の管理及び運営上支障があると認められるとき。 

 (３) 前２号に掲げる場合のほか、その利用を不適当と認められるとき。 

（施設の使用） 

第６条 教育委員会は、図書館の業務に支障のない範囲内において、特に必要があると認める場合 

は、会議室、ホール、ギャラリーその他の施設（以下「施設」という。）を図書館資料の利用以外 

の目的で使用させることができる。 

２ 前項の規定により施設を使用しようとする者は、教育委員会の許可を受けなければならない。 

３ 施設の使用時間は、図書館の開館時間内とする。ただし、教育委員会が必要があると認めると 

きは、これを延長することができる。 
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４ 第２項の許可には、図書館の管理のために必要な限度において、条件を付することができる。 

（使用の不許可等） 

第７条 教育委員会は、第５条各号のいずれかに該当するときは、前条第２項の許可をしないもの 

とする。 

２ 教育委員会は、前条第２項の許可を受けた者が次の各号のいずれかに該当するときは、その許 

可を取り消し、又は使用を制限することができる。 

 (１) この条例又はこの条例に基づく教育委員会規則に違反したとき。 

 (２) 前条第４項の規定により付された条件に違反したとき。 

 (３) 偽りその他不正の手段により使用許可を受けたとき。 

 (４) 前３号に掲げる場合のほか、教育委員会が特に必要と認めるとき。 

（図書館協議会） 

第８条 法第 14条第１項の規定に基づき、掛川市図書館協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会は、10人以内で組織する。 

３ 委員は、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経  

 験のある者のうちから教育委員会が委嘱する。 

４ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の 

残任期間とする。 

５ 委員は、再任されることができる。 

（委任） 

第９条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。 

   附 則 

１ この条例は、平成 17年４月１日から施行する。 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の掛川市立図書館設置条例（昭和 56 年掛川市条例第

1 1 号）又は大須賀町立図書館条例（昭和 54 年大須賀町条例第 10 号）の規定によりなされた手続

その 他の行為は、それぞれこの条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

   附 則（平成 18年 12月 22日掛川市条例第 43号） 

 この条例は、平成 19年４月１日から施行する。 

     附 則（平成 24年３月 30日掛川市条例第 15号） 

  この条例は、平成 24年４月１日から施行する。 
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掛 川 市 図 書 館 条 例 施 行 規 則 

平成 17年４月１日 

掛川市教育委員会規則第 32号 

    

改正 平成 18年 12月 25日掛川市教育委員会規則第 22号 

改正 平成 20年３月 21日掛川市教育委員会規則第 5号 

  

（趣旨） 

第１条 この規則は、掛川市図書館条例（平成 17年掛川市条例第 164号。以下「条例」という。）

第  ９条の規定に基づき、条例の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（開館時間） 

第２条 掛川市図書館（以下「図書館」という。）の開館時間は、別表第１のとおりとする。ただし、 

教育委員会が特に必要があると認める場合には、開館時間を変更することができる。 

（休館日） 

第３条 図書館の休館日は、別表第２のとおりとする。ただし、教育委員会が特に必要があると認 

める場合には、休館日に開館し、又は休館日以外の日に休館することができる。 

（館内利用） 

第４条 図書館内で図書館資料を利用する者（以下「利用者」という。）は、所定の場所において利 

用しなければならない。 

２ 貴重図書、特別取扱資料、郷土資料その他館長が指定する図書館資料は、館外貸出しの対象と 

しない。ただし、館長が特に必要があると認める場合は、この限りでない。 

（遵守事項） 

第５条 利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

 (１) 図書館資料を利用する場所において、談話、飲食その他他人に迷惑を及ぼす行為をしない 

 こと。 

 (２) 所定の場所以外で喫煙をしないこと。 

 (３) 図書館の施設、備品等を汚損し、又は損傷しないこと。 

 (４) 前３号に掲げるもののほか、管理上必要な館長の指示又は指導に従うこと。 

（館外貸出し） 

第６条 図書館資料の館外貸出しを受けることができる者は、次に掲げる者とする。 

 (１) 市内に居住する者 

 (２) 市内に通勤し、又は通学する者（前号に掲げる者を除く。） 

 (３) 市内に所在する社会教育関係団体及び事業所（以下「団体等」という。） 

２ 前項の規定にかかわらず、広域的な図書館活動を行うため館長が特に必要があると認める場合 

は、前項各号に掲げる個人又は団体等以外のものに対して図書館資料の貸出しを行うことができ 

る。 

（利用者登録の申請） 

第７条 館外貸出しを受けようとする者（団体等にあっては、その代表者）は、館長の登録を受け 

なければならない。 

２ 前項の登録を受けようとする者は、利用者登録申請書（様式第１号）に必要な書類を添えて、 

館長に提出しなければならない。 
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（利用者カードの交付） 

第８条 館長は、前条に規定する利用者登録申請書の提出があったときは、これを審査し、適当で 

あると認める場合には、登録を行うとともに、利用者カード（様式第２号）を交付するものとする。 

２ 利用者カードは、他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 

（貸出しの手続） 

第９条 利用者カードの交付を受けた者は、館外貸出しを受けようとするときは、利用者カードを 

提示しなければならない。 

（貸出点数及び期間） 

第 10条 図書館資料の貸出期間は、15日間（団体等にあっては１月）以内とする。 

２ 図書の貸出冊数は 10 冊（団体等にあっては 500 冊）以内とし、視聴覚資料の貸出点数は４点以

内 とする。ただし、館長が必要があると認める場合には、この限りでない。 

（紛失等の届出） 

第 11 条 利用者カードの交付を受けた者は、次の各号のいずれかに該当するときは、遅滞なく館長 

に届け出なければならない。 

 (１) 利用者カードを紛失したとき。 

 (２) 利用者登録申請書の記載事項に変更があったとき。 

（禁止行為） 

第 12 条 館外貸出しを受けた者は、貸出しを受けた図書館資料を営利に利用し、又は第三者に転貸 

してはならない。 

（貸出しの停止等） 

第 12 条の２ 館長は、図書館資料の館外貸出しを受けた者又は団体が、次の各号のいずれかに該当

するときは、一定の期間図書館資料の貸出しを停止し、又はその登録を取り消すことができる。 

 （１） 図書館資料の貸出しを受けた者が返納を怠り、督促をしても返納に応じないとき。 

 （２） 第８条第２項、第 11条又は前条の規定に違反したとき。 

（移動図書館） 

第 13条 図書館は、市民の読書活動の普及を図るため、移動図書館を実施する。 

２ 移動図書館の実施内容、地域その他必要な事項は、館長が別に定める。 

３ 移動図書館における図書館資料の利用方法、手続等については、第６条から前条まで及び次条 

の規定を準用する。この場合において、図書館資料の返納日は、その地域、事業所等を移動図書 館

車が次回に巡回する日とする。 

（損害賠償の義務） 

第 14 条 利用者は、自己の責めに帰すべき理由により図書館の施設若しくは設備又は図書館資料を 

汚損し、損傷し、又は亡失したときは、現品又は相当の対価をもって損害を弁償しなければなら な

い。ただし、教育委員会がやむを得ないと認めるときは、この限りでない。 

（寄贈の受入れ） 

第 15 条 教育委員会は、図書館資料として所蔵することが適当と認めるときは、資料の寄贈を受け 

ることができる。 

２ 館長は、前項の規定による資料の寄贈があったときは、審査の上受け入れるものとする。 

（図書館資料の複製） 

第 16 条 図書館資料（館長が認めるものに限る。）の複製をしようとする者は、図書館資料コピー

申込書（様式第３号）を館長に提出しなければならない。 

（施設使用の手続） 
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第 17条 条例第６条第２項の許可を受けようとする者は、図書館施設使用許可申請書（様式第４号） 

を教育委員会に提出しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の規定による申請があったときは、これを審査し、適当と認めるときは、 

図書館施設使用許可書（様式第５号）を交付するものとする。 

（協議会） 

第 18条 図書館協議会（以下「協議会」という。）に会長を置く。 

２ 会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、協議会の会務を総理し、協議会を代表する。 

４ 会長は、協議会の会議の議長となる。 

５ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長が指定した委員がその職務 

を代理する。 

（会議） 

第 19条 協議会の会議は、会長が招集する。 

２ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 協議会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところに 

よる。 

（雑則） 

第 20条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

   附 則 

１ この規則は、平成 17年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の日の前日までに、合併前の掛川市立図書館設置条例施行規則（昭和 59 年掛川 

市教育委員会規則第１号）又は大須賀町立図書館条例施行規則（平成９年大須賀町教育委員会規 則

第７号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、それぞれこの規則の相当規定によ りな

されたものとみなす。 

   附 則（平成 18年 12月 25日掛川市教育委員会規則第 22号） 

１ この規則は、平成 19年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際改正前の掛川市図書館条例施行規則の様式により提出されている申請書等 

は、改正後の掛川市図書館条例施行規則の相当する様式により提出された申請書等とみなす。 

   附 則（平成 20年３月 21日掛川市教育委員会規則第５号） 

 この規則は、平成 20年４月１日から施行する。 
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